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研究成果の概要（和文）： 本研究では、諸外国で会計を学ぶ大学生を対象に、学習スタイル

と文化的影響の関連を調査した。研究の結果は、個人主義の国出身の学生が「行動して学

ぶ」スタイルを好むのに対して、集団主義の国出身の学生は「観察して学ぶ」スタイルを

好む傾向にあることが明らかとなった。本研究の結果より、IFAC は、文化的要因が学生の

学習スタイルに影響を与えることを考慮したうえで、会計教育の国際的統一を進めていく

ことを示唆した。 
 
研究成果の概要（英文）：This research aims to investigate the role of cultural dimensions 
towards learning styles among accounting students from several countries. The result of 
this research revealed that the more strongly students has individualistic trait the more 
likely they prefer “learning by doing” as their favorable learning style, and vice versa. 
Given this above finding, this study provided several suggestive ideas to achieve smooth 
implementations of the global convergence of accounting education. 
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１．研究開始当初の背景 

本研究の必要性は、2003 年国際会計士

連盟（IFAC）による IES（職業会計士の

ための国際教育基準）の発行と係わると

ころが大きい。この IES は、各国で異な

る会計士の教育制度を調和化して IFAC
加盟国の職業会計士の質的水準を保証し、

国際的な業務の円滑化を推進するために

公表された。しかし、欧米諸国が主導と

なって採択した IES は、世界の他の諸地
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域でこれまで実践されてきた会計教育制

度とは大きく隔たりがみられる場合があ

る。例えば、ある先行研究によれば、儒

教的集団主義思考が残るアジア諸国では、

個人主義的思考に基づいた職業会計士倫

理観と相容れない場合がある（Ding et al., 
2005）。 
この問題に関し、別の研究では、

Hofstede=Gray モデルを通して、諸外国の

個人/集団主義や不確実性回避などの 4 つ

の文化的要素の違いが、会計基準、職業

的判断や倫理観に影響を与えていると主

張する（Gray, 1988）。このモデルに基づ

けば、文化的背景の異なる国家間での IES
の理想実現は難しい。ところが上記の見

解とは別に、学習スタイルの理論からは、

ある一定の職業に携わる人間は類似の学

習スタイルを有する傾向があり、学習ス

タイルは様々な外的要因によって変化す

るともいわれる（Kolb, 1984）。そこで、

会計に携わる人間、特に会計を学ぶ学生

は、文化的相違を超越した固有の学習ス

タイルがあるかもしれないという仮説が

導かれる。もしこの仮説が証明できれば、

学習スタイル理論を応用して、会計教育

の調和化を導く教育的手法（教授法やカ

リキュラム等）を開発することも可能と

なる。そして IES の理想である多文化間

での会計教育の質的水準を実現すること

ができるはずである。 
 
 
２．研究の目的 
 

本研究の目的は、第一に、日本の大学

や大学院で会計学を学ぶ学生の学習スタ

イル(Learning Styles)の実態を把握するこ

とにある。学習スタイルは人間の職業選

択や専攻科目と密接な関連を有する

（Kolb, 1984）。本研究では、Kolb（1984）
の学習スタイル・モデルを利用して会計

を学ぶ学生に特有な学習スタイルを究明

し、高等教育機関（大学や大学院）が職

業会計人の職業倫理教育や職業意識教育

に有効に活用する方法を提言することを

目的とする。特に、近年の劇的な社会変

革の中で求められる会計士の新しい役

割・能力を育成するための、あるべき学

習スタイルを提示することを検討した。 
 本研究の第二の目的は、日本の会計を

学ぶ学生の学習スタイルと諸外国のそれ

とをいくつかの文化的側面から比較・分

析することにある。 当該調査では、サン

プルの学生に観察される学習スタイル選

好を各国間で比較し、その相違の程度や

文化的要因の影響などを明らかとする。

研究の最終段階では、IES の理念の実現

に向けての戦略的方策を模索した。 
 
 
３．研究の方法 

本研究が学生の学習スタイルに注目し
たのは、学生の学習スタイルの選好が、人
間の性格と同じく、職業選択に大きな影響
を及ぼす重大な要因と考えられるからであ
る。学習スタイルの学術的権威者である
Kolb は、長年の研究により、人間の学習ス
タイルを４つの指標で診断するラーニン
グ・スタイル・インベントリ（LSI）を考案
した(Kolb, 1984)。これまで海外では、職業
会計人や会計を専攻する学生を対象に、
Kolb のLSIを用いて学習スタイルを特定す
る研究が数多くなされてきた。しかし、日
本においては、同様の研究は会計教育の分
野で全く行われていない。本研究は、日本
における会計を専攻する学生を対象にして、
LSI による学習スタイル分析を実施する。 

また本研究では、分析結果を用いて、職
業会計士としての倫理教育や職業意識に有
効なガイドラインと教育手法の提示を行っ
た。倫理教育は我が国での会計大学院制度
の導入の際にすでに実施されているが、諸
外国とは異なり、その経験やノウハウの蓄
積はまだ不十分である。また、近年、職業
会計士が深く関与した大企業の粉飾決算や
インサイダー取引などの不正な会計行為が
頻繁に起こっており、再発防止のために職
業意識や倫理観の重要性は認識されている。
この点、諸外国の先行研究では、職業会計
人としてのあるべき知識スキルやジェネリ
ック・スキル（generic skills）の修得を、学
生の学習スタイルの観点から検証している
ものがある（たとえば Marriott, 2002）。本
研究はそれらの先行研究を参考に、職業会
計人としてあるべき意識や倫理観の修得を、
学生の学習スタイルの観点から明らかにす
ることを試みた。 

さらに本研究では、諸外国との比較研究

により、文化的要因を考慮した学習スタイ

ルの研究を進めた。本研究では文化的要因

の意味を厳密に定義するため、権威的研究

者である Hofstede の Value Survey Model 
94(VSM94) の質問票を利用し (Hofstede, 
2001)、学問的裏付けの下で研究を遂行し、

日本に固有の特徴や問題点を明確に把握

することを試みた。サンプル採取の対象は、



日本の他に、オーストラリアとベルギーの

学生についても質問票を実施し、彼らの学

習スタイルの分析および日本の学生との

比較検討を実施した。 

 
４．研究成果 
 
（１）学習スタイルに関する研究 
 質問票調査により、日本の５つの大学と
オーストラリアの２つの大学で学ぶ学部大
学生から合計９６人を有効サンプルとして、
彼らの学習スタイルと文化的影響要因につ
いてデータを集計した。質問票には、学生
に対する一般的質問、Kolb&Kolb(2005)の学
習スタイル質問票、および Hofstede(1997) 
VSMY による質問票を利用した。分析結果
からは、オーストラリアの学生は行動の中
から学ぶスタイルを好むが、日本の学生は
見たり聞いたりする受身の学習スタイルを
好むことが判明した。本研究の結果より、
IFAC は、文化的要因が学生の学習スタイル
に影響を与えることを考慮したうえで、会
計教育の国際的統一を進めていくことを示
唆した。研究成果報告は、下記の主な発表
論文等〔雑誌論文〕の①が該当する。  
 
（２）オーストラリアからのサンプルを追
加した研究結果 
 上記の研究報告で指摘されたオーストラリア
会計学生のサンプルを 29 人から 61 人に増や
し、再度分析を試みた。結果は、上記研究と
同じく、オーストラリアの学生は行動の中から
学ぶスタイルを好むが、日本の学生は見たり
聞いたりする受身の学習スタイルを好むことが
統計的有意を持って示すことができた。 研究
成果報告は、下記の主な発表論文等〔雑誌
論文〕の①が該当する。  
 
（３）イタリア・ベルギーからのサンプル
を追加した研究結果 
  上述の日本とオーストラリアで会計を
学ぶ学生を対象とした研究結果を発展させ、
ベルギーの会計学生から収集したデータを
加えて新たに分析を行った。研究の目的は、
会計教育の国際的統一の流れの中で、文化
的要因が会計を学ぶ学生の学習スタイルに
どのように影響を及ぼすかについて検討す
ることにある。文化的要因と学習スタイル
間に想定される理論の実証を実施するため、
日本、オーストラリア、ベルギーの４国の
会計学生をサンプル対象とした。結論は、
ベルギーからのサンプルを加えても 特に
個人主義の国出身の学生が「行動して学ぶ」
スタイルを好むのに対して、集団主義の国
出身の学生は「観察して学ぶ」スタイルを
好む傾向にあることが明らかとなった。 研
究成果報告は、下記の主な発表論文等〔学

会発表〕の①が該当する。  
 
（４）日本と中国の会計学生を対象とした
会計倫理教育とその効果に関する研究結果 
 
 本研究は、日本と中国の大学における大
学生の会計倫理学習経験と彼らの倫理的理
由づけの能力との関係を調査するために実
施した。調査方法は、質問票を利用したサ
ーベイ方式を採用し、日本の４大学および
中国の２大学で学ぶ３年生と４年生から回
答を回収した。質問票では、 Kohlberg 
(1969)に基づく Rest の DIT (Defining Issue 
Test)、学生の高校での倫理学習経験、大学
での一般的倫理学習経験および大学での専
門的倫理学習経験の回答を依頼し、データ
の分析を行った。結果として、①日本の学
生は中国の学生より倫理的理由づけ能力が
劣ること、②両国の学生とも高校時の倫理
学習経験が倫理的理由づけ能力に有意に関
係があることなどが明らかとなった。 研究
成果報告は、下記の主な発表論文等〔雑誌
論文〕の②が該当する。  
 
（５）日本の会計大学院で学ぶ学生の学習
スタイルと印象に関する研究 
本研究の主な目的は、2006 年に実施され

た公認会計士制度改革の目的達成度合いと
進捗状況を調査することにあった。本研究
では、日本の会計大学院で学ぶ大学院生に
対して質問票を利用した実態調査を行い、
制度改革の目的である公認会計士の質的お
よび量的な拡大を達成するに足る状況が存
在するか否かを調べた。分析の結果、第１
に、新公認会計士制度施行後、受験者層の
多様化が達成できていることが確認できた。
第２に、職業会計人を志す学生は職業決定
時期が大学４年時や就職後が多く、諸外国
と比較しても相対的に遅いことが明らかと
なった。第３に、会計大学院で学ぶ学生た
ちは、大学での授業や職業経験、実務家、
ニュース報道などにも大きく影響を受けて、
進路を決定してきたことが明らかとなった。
研究成果報告は、下記の主な発表論文等〔雑
誌論文〕の④および⑤が該当する。 
また、日本のアカウンティング・スクー

ルで学ぶ学生が公認会計士を志望するとき
に影響を与える要因についても調査した。
特に、就業経験、性別、公認会計士になる
ための機会費用および公認会計士のイメー
ジなどの要因に注目して調査を行った。調
査の結果は、就業経験があり、会計や経営
以外の科目を学部で専攻していた学生は、
アカウンティング・スクールで学んでいて
も、あまり公認会計士を志望しないことが
明らかとなった。 研究成果報告は、下記の
主な発表論文等〔雑誌論文〕の③および⑥が



該当する。 
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